
……市の人口と世帯一一

2月1日現在前月比

人口 31 ，822 （＋32）

男 15，613 （十19）

女 16，209 （＋13）

世帯 8，850 （＋18）

わしらも勉強じゃ
8年目を迎えた高齢者学級

「円満な家庭づくり」、 「若い世代の理解」はどうした

らいいのか－°さる、 2月12日と、 19日に中央公民館で

行われた高齢者学級の学習テーマ。
「円満な学庭づくり」では、市内の各幼稚園からお母さ

ん勉強室の代表30名と、老人学級生40名が7グループ。に分

かれて昌嫁と姑ミ ミ孫とお年寄りごなどの問題をとりあげ

話し合いをしました。

また、 「若い世代の理解」では、市内の青年会議所、青

年団体連絡協議会、婦人ボランティアや四ツ葉婦人クラブ
など22名と､老人大学生40名が「若い人とお年寄り」につ

いて、話し合いの学習をしました。

この生きがい教育といわれる高齢者学級は、さる47年6月
から開設して8年目を迎えます。老人大学院を修了するま

でに4年間学習を続けますが、すでに、 54年度では、第5期

生173名のお年寄りが卒業しています。
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3月号
No. 240

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

。
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､、 茨城放送「高萩市政だより」は毎週日園a、午前9時210分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151．1152です。



(堂）市報たかはぎ(第24○号〕

こ
の
校
章
は
、
上
・
下
君
田
統
合
小

学
校
の
新
し
い
校
章
で
、
一
般
に
公
募

し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

作
品
の
応
募
は
、
市
内
巧
名
、
市
外

か
ら
４
名
の
計
的
名
で
、
”
点
。

採
用
さ
れ
た
校
章
の
考
案
者
は
、
元

君
田
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
大
窪
光

一
さ
ん
Ⅱ
日
立
市
助
川
町
Ⅱ
で
、
補
作

者
は
、
細
谷
三
一
さ
ん
Ⅱ
北
茨
城
市
関

本
第
一
小
学
校
長
Ｉ
で
す
。

校
章
は
、
す
ぐ
す
ぐ
伸
び
る
子
ど
も

と
地
域
性
を
表
現
し
た
も
の
で
、
３
月

中
に
は
、
新
校
舎
の
玄
関
に
と
り
つ
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

蓮
悪
漢
鰹
軍
罹
羅

唾
工
さ
れ
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

彰》
こ
の
校
舎
が
完
成
し
ま
す
と
、
上
・
下
君
田
の
児
童

掬
評
緯
職
淵
載
か
ら
新
し
い
校
舎
に
通
学

児
童
も
増
え
て

４
月
か
ら
新
し
い
校
舎
へ

大窪さんが

考案した君小の校章
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議驚灘

君
田
中
の
は
広
び
る
と
し
た
校
庭
で
、
運
動
が
で

隣
り
に
建
設
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

蔀
建
設
さ
れ
て
い
る
君
田
統
合
小
学
校
上
君
小
は
明
治
７
年

は
、
上
君
田
小
と
下
君
田
小
学
校
の
ち
下
君
小
は
明
治
叫
年
に
創
設

よ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
昨
年
の
３
月
統
合
さ
れ
る
上
・
下
君
田
の
小
学
校

に
完
成
し
た
君
田
中
学
校
の
す
ぐ
東
側
は
、
上
君
田
小
学
校
が
古
く
、
明
治
６

の
隣
り
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
６
月
１
日
に
学
制
発
布
に
よ
り
廃
寺

こ
の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
山
寺
に
開
設
し
、
寺
小
屋
式
の
授

造
３
階
建
て
で
、
普
通
教
室
、
特
別
教
業
が
始
ま
り
で
す
。

室
、
職
員
室
、
更
衣
室
な
ど
が
あ
り
、
小
学
校
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
７
年

建
築
総
面
積
は
、
１
，
７
５
８
平
方
メ
７
月
７
日
。
明
治
ｎ
年
７
月
７
日
に
は

ｌ
ト
ル
で
す
。
建
設
費
は
、
総
額
１
億
！
上
君
田
小
学
校
を
本
校
と
し
て
、
黒
坂

‐
研
３
‐
§
ｕ
万
門
で
１
ど
の
訓
ち
、
国
庫
（
十
王
町
）
、
大
能
、
中
戸
川
、
若
栗

補
助
８
，
５
４
６
万
７
千
円
、
起
債
９
横
川
、
下
君
田
に
６
分
教
場
を
設
け
、

、
１
４
０
万
円
ば
鯛
ｌ
簡
易
保
険
の
還
元
さ
ら
に
、
明
治
詔
年
３
月
に
は
、
高
岡

融
資
を
受
け
た
も
の
で
す
。
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
中
戸
川
、
大

校
舎
が
完
成
し
ま
す
と
、
君
田
中
学
能
、
若
栗
、
横
川
、
下
君
田
を
５
分
教

校
と
隣
り
合
わ
せ
と
な
り
、
学
校
へ
の
場
と
し
、
明
治
”
年
ｎ
月
に
は
．
台
山

通
学
も
一
緒
に
な
り
ま
す
。
寺
を
取
り
こ
わ
し
、
校
舎
２
教
室
が
で

今
ま
で
の
上
・
下
君
田
小
学
校
は
、
き
ま
し
た
・

校
庭
が
狭
く
運
動
も
思
い
の
ま
ま
で
き
明
治
鋤
年
４
月
に
は
、
上
君
田
小
学

ず
こ
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
校
と
改
称
し
、
５
分
教
場
も
尋
常
小
学

（
）

3月の完成がまたれる建設中の

君田統合小学校舎

校
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
ま
し
た
。

昭
和
蝿
年
４
月
に
多
賀
郡
上
君
田
国

民
学
校
、
昭
和
翠
年
４
月
に
は
高
岡
村

立
上
君
田
小
学
校
と
な
り
、
昭
和
調
年

ｎ
月
に
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
の
小
学

校
と
な
り
ま
し
た
・

下
君
田
小
学
校
は
、
明
治
Ｍ
年
７
月

１
日
に
民
家
を
借
用
し
、
上
君
田
小
学

校
の
分
校
と
し
て
創
設
し
た
の
が
始
ま

り
で
‐
明
治
訓
年
１
月
に
現
在
の
下
君

田
渭
名
平
７
５
７
番
地
に
分
校
舎
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
如
年
２
月
酪
日
に
高
岡
村
立
下

君
田
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立
し
ま
し

た
。
昭
和
ｎ
年
３
月
６
日
に
は
、
大
雪

の
た
め
校
舎
が
半
壊
し
て
い
る
。

上
君
田
小
学
校
は
、
創
設
以
来
１
０

７
周
年
目
に
な
り
、
下
君
田
小
学
校
は

独
立
し
て
祀
周
年
目
を
迎
え
統
合
小
学

校
と
な
り
ま
す
℃
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(3） 市報たかはぎ 昭和55年3月

上
君
田
小
学
校
が
建
て
ら
れ
た
の
は

明
治
六
年
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
百
六

年
も
た
ち
ま
し
た
・

そ
の
小
学
校
が
、
今
年
の
四
月
で
、

は
い
校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
達
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
四
十
八

年
で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
時
は
ち
ょ
う

ど
百
才
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
六
年
間
、
校
舎
は
ま
す
ま

す
古
く
な
り
、
よ
ぼ
よ
ぼ
の
老
人
の
よ

う
だ
け
ど
、
私
に
は
と
て
も
た
の
も
し

く
見
え
ま
す
。

四
月
に
完
成
す
る
新
し
い
小
学
校
に

入
れ
な
く
て
残
念
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
き
く
成
長
で
き
た
の
も
、
上
君
田
小

学
校
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
の
気
持
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

最後の

卜君田小

さようなら

上君田小さ
よ
う
な
ら
、
上
き
み
田
小
学
校
。

あ
と
す
こ
し
た
っ
た
ら
、

お
わ
か
れ
が
く
る
ね
。

こ
ん
ど
は
、

人
ず
う
が
お
お
く
な
る
よ
。

そ
し
て
、
と
も
だ
ち
も
ふ
え
る
よ
。

あ
た
ら
し
い
学
校
は
、
三
が
い
だ
て

ま
い
ご
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
な
。

瀞

上君田小6年

佐川朝美さん

上君田小1年

佐川正和<ん

ま
ず
思
い
出
と
し
て
う
か
ぶ
の
は
、

陸
上
記
録
会
で
優
勝
し
た
こ
と
だ
。

学
校
や
グ
ラ
ン
ド
は
小
さ
い
け
れ
ど

一
人
一
人
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ど
ん

な
学
校
に
も
ま
け
な
い
の
だ
。
や
れ
ば

小
さ
く
て
も
で
き
る
ん
だ
。

こ
の
小
さ
な
グ
ラ
ン
ド
で
、
五
十
メ

ー
ト
ル
も
と
れ
な
い
グ
ラ
ン
ド
で
、
毎

し
か
し
、
今
年
の
４
月
に
新
学
期
が

町
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
周
町
、
、
ｂ
、
、
ｑ
、
、
ｑ
、
、
ｑ
、
、
、
、
、
、
、
ｑ
、
、
、
、
、
、
、
、
ｑ
、
島
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
町
、
、
ｂ
則
、
、
ｑ
ｂ

で
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
角
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
町
、
§
、
、
ｈ
、
、
、
§
、
、
馬
、
、
、
ｑ
、
、
ｈ
、
、
、
、
§
、
、
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
、
こ

こ
の
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
中
日
練
習
し
て
こ
の
よ
う
な
成
績
が
と
れ

学
校
へ
行
っ
て
役
立
て
て
い
き
た
い
と
た
の
だ
・

思
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
七
十
年
間
の

先
輩
の
足
あ
と
が
残
っ
て
い
る
。
雨
の

蕊
識

でド、
／

な
う

さ
グ

、４

で
も
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

I
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下
君
田
小
学
校
に
入
学
し
て
、
初
め

て
一
歩
踏
み
入
れ
た
運
動
場
。
そ
の
思

思い出の

グラン

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

児
童
数
は

釦
年
代
が
最
高

両
校
の
児
童
数
を
み
て
み
ま
す
と
、

と
も
に
昭
和
鋤
年
代
が
多
く
、
と
く
に

上
君
田
小
学
校
で
は
、
昭
和
弱
年
の
児

童
数
が
１
５
６
名
と
も
っ
と
も
多
い
年

で
、
昭
和
躯
年
か
ら
１
０
０
名
を
割
り

卵
名
。
現
在
は
、
弱
名
の
児
童
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下
君
田
小
学
校
は
、
独
立
し
た
明
治

虹
年
が
鞭
名
で
。
最
も
児
童
数
が
多
か

っ
た
の
は
、
や
は
り
、
昭
和
調
年
の
１

２
１
名
が
最
高
児
童
数
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭
和
如
年
に
は
、
船
名

と
１
０
０
名
を
下
ま
わ
り
、
以
後
児
童

数
も
減
っ
て
、
現
在
は
、
調
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ド

寺輯

霊”

下君田小6年

松本カヨ子

、
、
、
ｑ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
§
、
、
、
鳥
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ｈ
、
、
、
、

い
出
も
今
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
た
運
動
場
。
こ

ん
な
小
さ
な
運
動
場
で
遊
ん
で
い
る
所

を
、
他
の
学
校
の
生
徒
が
見
た
ら
、
笑
う

か
も
知
れ
な
い
。
で
も
こ
ん
な
に
小
さ

な
運
動
場
で
も
、
七
十
三
年
の
伝
統
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
ほ
こ
り
に
持
ち

た
い
と
思
う
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
父
さ
ん
た
ち
が
、

ゴ
マ
な
ど
を
回
し
て
遊
ん
だ
運
動
場
。

そ
し
て
私
達
が
遊
ん
だ
運
動
場
。
私
た

ち
や
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
父
さ
ん
た
ち

の
思
い
出
が
、
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い

る
運
動
場
。
閉
校
に
な
っ
て
、
い
つ
か

一
人
で
こ
の
運
動
場
に
た
た
ず
む
時
、

み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
ほ
し

い
。 始

ま
り
ま
す
と
、
統
合
さ
れ
る
児
童
数

は
、
新
入
学
児
を
含
め
て
、
閉
名
の
小

学
校
と
な
り
ま
す
。

ー

上君田の分校として開設した下君田小

善
行
や
非
行
は

相
談
ポ
ス
ト
へ

青
少
年
セ
ン
タ
Ｉ
で
は
、
こ
の
ほ
ど

相
談
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
か
く

れ
た
善
行
、
悪
い
行
い
な
ど
、
お
気
づ

き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ

お
近
く
の
相
談
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
・

連
絡
に
関
す
る
秘
密
は
、
か
た
く
守

り
ま
す
。
ポ
ス
ト
の
設
置
場
所
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
高
萩
駅
構
内
、
○
谷
地
功
一
宅
前

（
本
町
）
、
○
島
名
公
民
館
（
島
名
）

○
小
野
瀬
商
店
前
（
駒
木
原
）
、
○
滝

の
湯
前
（
有
明
町
）
、
○
志
賀
正
義
宅

前
（
有
明
町
）
、
○
松
岡
農
協
前
（
下

手
綱
）
、
○
赤
浜
消
防
詰
所
（
赤
浜
）

○
大
塚
神
社
前
（
下
君
田
）
、
○
柴
田

薫
宅
前
（
行
人
塚
）

春の全国交通安全運動
運動の期間55年4月6日～15日まで

この期間は、 とくに、新入学児童、子ども、お年
寄りを交通事故から守りましょう。

○期間前の4月5日に歌手太田裕美さんの1日署長を
予定してし､ます･

○ところは市民体育館で、交通安全の歌の指導や、

県警音楽隊の演奏を予定。

○パレード（市役所前から駅前まで）
○くわしいことは、チラシや週報などでお知らせし
ます。
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公民館で学ぶ

鐡蕊蕊蕊
個
性
を
生
か
し
た
作
品
づ
く
り

割
に
足

W
II
ド

I
人

の

養
罐蕊蕊瀞ー～ダーー

窓駕蕊霧一
､

一

つ

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
毎
月
２
回
第
２
と

↑
作
品
づ
く
り

第
４
火
曜
日
の
午
前
中
を
利
用
し
て
、

つ
き
革
工
芸
ク
ラ
ブ
各
自
が
教
材
を
持
ち
よ
り
自
由
に
革
工

芸
の
製
作
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
革
工
芸
の
作
品
は
、
家
庭
で
も
じ

「
月
２
回
が
楽
し
み
で
す
ね
。
作
つ

ゅ
う
ぶ
ん
使
え
ま
す
よ
。
」
と
田
崎
貞
て
い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
。
一
つ
の

子
さ
ん
。
田
崎
さ
ん
は
、
自
主
ク
ラ
ブ
作
品
に
２
か
月
は
か
か
り
ま
す
。
自
分

う
づ
き
革
工
芸
の
代
表
者
。
で
模
様
を
考
え
た
り
、
教
材
を
集
め
た

こ
の
革
工
芸
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
が
昭
り
、
で
も
、
み
ん
な
で
研
究
し
な
が
ら

名
で
、
全
員
が
主
婦
で
あ
る
。
平
均
年
少
し
で
も
良
い
も
の
を
と
は
り
き
っ
て

齢
は
鋤
歳
・
ク
ラ
ブ
が
で
き
た
の
は
、

い
ま
す
か
ら
…
ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
。
」

と
飯
田
妙
子
さ
ん
。

さ
る
詔
年
１
月
。

｜
現
在
持
ち
よ
っ
て
い
る
手
提
げ
力

「
作
っ
た
も
の
で
す
か
。
大
き
い
も
・
ハ
ン
は
み
ん
な
手
づ
く
り
で
す
。
・
鋸
…
．

の
で
は
手
提
げ
ヵ
。
ハ
ン
か
し
ら
。
財
布
お
つ
か
え
物
に
も
な
る
ん
で
す
よ
。
こ

ペ
ン
ヶ
ー
ス
、
。
ヘ
ル
ト
、
ク
ッ
シ
ョ
れ
か
ら
は
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
を
作
っ

ン
、
人
形
、
造
花
な
ど
で
す
ね
。
」
て
み
た
い
。
」
と
み
ん
な
作
品
に
と
り

｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
｛
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一
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一
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一
一
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一
一
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｛
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一
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一
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一
一
一
一
一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ノ
ー
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
》
ｊ
冬
日
Ⅱ
Ⅱ
ず

》

い
声
、
低
い
声
な
ど
み
な
さ
ん
大
変
苦
ん
と
か
唄
い
こ
な
し
て
い
る
ん
で
す
よ

６
曲
を
発
表
労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
年
齢
的
に
無
と
山
県
フ
ジ
さ
ん
。

》

溌

溌

誘

蕊

蕊

溌

蕊

議

蕊

裳

發

篭

熱

織

縛

稚

・』

：

：

．．：

‐

唄
の
練
習
は
、
毎
月
第
１
、
第
３
水

蕊
鐸
鍔
鍵
蟻
溌
溌
甑
小
擬
鍵
》
曜
日
の
午
前
中
。

蓬
菜
民
謡
ク
ラ
ブ

搗
諏
華
庄
一
鴻
藤
剤
唾
灘
灘
〆
湧
澪
｜
《
一
蕊
鰯
》
蕊
》
灘
ど
を
習
い
ま
す
．
今
、
３
月
の
公
民
館

：
：
…
忠
雄
「
４
月
か
ら
は
、
〃
秋
の
山
唄
″
な

す
と
ゞ
藺
二
飾
馨
匙
。
大
閣
ゞ
議
鍛
溌
溌
認
蹴
甜
濤
蕊
巽
篭
し
て
“

ん
は
高
齢
者
の
自
主
ク
ラ
ブ
蓬
菜
（
ほ

灘
穐
環
？
■
■
熱
銅
ゞ
§
…
鰯
：
…
、

う
ら
い
）
民
謡
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
。

紫
鈴
曜
欝
心
謹
幽
孟
学
や
著
尖
＊
議
蕊
蕊
溌
溌
議
濠
議
蘓
諸

こ
の
民
謡
ク
ラ
ブ
は
、
２
年
前
に
中

：
…
…
肯
ふ
騨
溌
溌
溌
也
臘

グ
ル
ー
プ
。
「
民
謡
は
、
節
が
む
ず
か
し
い
か
ら

会
員
は
、
記
名
で
、
男
５
名
、
女
Ⅳ
蕊
溌
葡
“
稗
”
恥
》
醗
蕊
蕊
鰯
溌
蕊
大
変
で
す
。
と
に
か
く
民
謡
は
は
じ
め

唾

霊

．誼

』
．

興
萢

ｒ

ぷ

い

翔

蝿

恥

ご

叩

“

噸

咄叩

・
可
．

．
鄙

；

岳
将

ｆ
Ｌ

名
。
最
年
長
は
、
山
県
フ
ジ
さ
ん
弼
歳
堂
峠
￥
↑
零
恥
韮
訓
一
躍
癖
》
一
議
》
錘
錦
癖
辮
癖
》
》
》

て

な

ん

で

す

よ

。

」

と

宮

田

愛

子

さ

最
年
少
は
、
大
関
さ
ん
鍋
歳
。
平
均
年
評
室
灘
、
…
葱
愈
燕
職
職
織
溌
撚
溌
騨
ん
。
み
ん
な
発
表
の
日
を
楽
し
み
に
唄

瀞

Ⅱ

蛾

・

欺

？：卵

醗
啄
嫁
訓

認
癖
識
耀
鰯
騨
岬

蹴

熟

職

齢
は
汚
歳
と
か
・

っ
て
い
る
。

と
沼
田
睦
子
さ
ん
。

ノ
、
ん
で
い
る
。

「
楽
し
み
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
高
理
な
ん
で
し
ょ
う
が
。
．
：
．
：
で
も
、
な

公
民
館
ま
つ
り
で
、
↓
↓
、
〆
爵
、
｜
↓
、
ゞ
§
ゞ
：
；
／
：
↓
、
》
薑
‐
〃
、
！
‐
：
〃
：
、
‐
：
、
：
：

…

師
鶉
蝋
獄
蔀
燕
叫
制
唾
蠅
蝿
顎
讃
識
慨
砺
需
器
蝋
珊
照
器
繭
段
裂
憩
誰
卿
阯
鞭
踊
湖
没
肺
削
判
ｆ
隅
田
出

熱
騨
燕

H1ﾖ

龍

溌華 蕊
I･鐸溌さ ･ :､

謹鐵

（
） 鱈灘

露

蕊
、際

蕊

親
子
で
つ
く
る

健
康
づ
く
り

ﾛ崖L 1日bh
1ﾖj ■二. 11

凸

Ｇ
Ｄ
誤
呵
ｑ
Ｍ
ｒ

“

■
』
枳
盟

咋
叱
豐
胴
■
・
１
口

師

座

詔

貼

凹

銅

開

岬

罰制

繍醐雛
孵粧

瀞繊
. 15■

親
は
足
を
伸
ば
し
て
す
わ
り
、
そ
の

上
に
子
ど
も
も
足
を
伸
ば
し
、
向
か
い

合
っ
て
す
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
お
た
が

い
に
腕
を
伸
ば
し
、
両
手
を
に
ぎ
り
そ

の
ま
ま
の
姿
勢
で
、
ど
ち
ら
か
が
オ
ー

ル
を
こ
ぐ
よ
う
に
体
を
後
ろ
に
そ
ら
せ

交
互
に
繰
り
返
し
ま
す
。

ブ
ー
ー
ム
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で

れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
親
子
そ
ろ
っ
て

や
体
操
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

新
学
期
を
ひ
か
え
て
、
子
ど
も

に
運
動
へ
の
興
味
を
持
た
せ
る
こ

ま
ず
大
切
で
す
。

お
父
さ
ん
が
山
に
な
っ
て
、
子
ど
も

が
登
山
す
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
・
父
子
が

立
っ
て
両
手
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
が
お

山
の
ぼ
り

最
近
で
は
、
中
高
年
の
体
力
、
つ
く
Ⅲ

鞄こぎ
~

も、

一一一一
全
＼

さ
、

、
｝
）

運
動

た
ち

と
が

一一
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《皐沁蚤夢'ざで鞠 ダ
L
L

3月22日・23日公民館まつり

第2回を迎えた≦公民館まつりごが、 3月22日と、 23日の2日

間、中央公民館と市民体育館で行われます。
この催しは、学級、講座、 クラブなど日ごろ中央公民館で学

習している生徒が中心となって、市民のみなさんとの交流を深

めることをねらいとして開いているもので、みなさんの参加を
呼びかけています。この機会に公民館で学習してみてはし､かが
でしようか。会場や催しは、次のとおりです。

’ 公民館まつり会場案内石滝に市営住宅が完成
石滝に建設中だった市営住宅が2月に完成しました。

この住宅は、鉄筋コンクリート造中層耐火5階建20戸で

間取りは3DKです。総建設費は、 1f:1717万3千円でこの

うち国庫補助7,519万8千円、起債3,350万円が含まれて

います。

すでに入居者もきまり3月1日から入居してし､ます。

中央公民館2階 （ ）内は時間です

室
三美

同我

00） 23日(10:00～14:00)

･絵画・色紙絵・雪道・版凹

一
云大

●展示の部221=I (10:00~15
手あみ・七宝焼・革工芸

ちき’り絵弓園芸．ほか ~

I
■■■■

1室「

10～15.00）

蕊
小会議室

221｜

(10:00～14:00）

・着付の発表

22日！
（13:00～15:00）

23日

（12:00～14:00）

●バザーの部

七宝焼･革工芸

絵|III1なとﾞ

和

22日（13；

？
23日 （10:00～14:00）

・茶道の発表

中央公民館 1階

調理幸 ； 図書宰
〉

・職 食 堂

221三|～23日 (11:00～12:30)
カレ ライス・ コロッヶパン・コーヒー

↓ おでん・手作りのお菓子 l
L一一一 ’一一一一

中会議室
●いけ花の展示 22日 （10:00～15:()0）

23日 （10:00～14:00)

事
…

1.合

一

＝
÷

事
…

1.合

一

＝
÷

大能に生活改善センター完成

大能に健設中だった生活改善センターが、このほど完

成しました。

この生活改善センターは、木造平屋建で、玄関ホール、

和室(10帖ﾉ、会議室、調理室があり総面積は、 99,37㎡・

農家や林家など地域の生活改善普及の講習、研修など

を通じて集会の場を提供し、福祉の向上をねらいとして

建てられたものです。

１
７

￥王

"｣、一ル

畦
1 1

玄
関

市民体育館

’
＞

I ・日用品の即売
》

I 22日 （10:00~12:00）
；

； 台所用品
； 衣料品

； 農産物
〈 その他 一

＝
弧IF
タエF ・日舞・民謡の発表

22日 (12:30～15:00)

23H (10:00～12:00）

円げﾆ

ﾆ琢・

事務室
ﾐﾆﾆﾆ

5二｡計

、
Ｊ

坐
雁

~、
、

鐘 ’ 茎圏」一
二
二
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一
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三
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一
二
一
二
一
［
一
一
『
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一
二
二
一
二
【
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二
二
一
二
一
二
』
二
一
コ
三
二
一
一
二
二
一
二
一
『
毎
一
二
ニ
ヨ
室
一
二
一
三

鰯

親
が
あ
お
向
け
に
寝
て
両
足
を
あ
げ

足
の
上
に
子
ど
も
の
お
な
か
を
当
て
て

静
か
に
あ
げ
ま
す
。
初
め
は
親
子
が
手

を
つ
な
ぎ
合
っ
て
行
な
い
ま
す
が
、
だ

ん
だ
ん
上
手
に
な
っ
た
ら
手
を
放
し
て

子
ど
も
に
体
の
》
ハ
ラ
ン
ス
を
と
ら
せ

ま
す
。

父
さ
ん
の
ヒ
ザ
か
ら
お
な
か
、
胸
へ
と

登
っ
て
い
き
ま
す
。
肩
ま
で
登
り
つ
め

た
ら
登
頂
成
功
と
い
う
わ
け
で
す
。

ひこうき
轆蝿

＝…

朝香公園が完成

上手綱の手綱工業団地入口の東側に公園が完成しまし

た。

この公園は、 「朝香公園」で、総面積は、 2,45377f･

公園には、砂場、ブランコ、滑り台、鉄棒などが取り

付けられあづまや、藤棚などもあり、いらよう、けや木

なども植栽されています。

■■
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１
か
月
３
７
７
０
円
に
な
り
ま
す
。
年
金
額
の
ア
ッ
プ
な
ど
に
と
も
な
っ
て
社
会
福
祉
へ

老
後
の
生
活
の
さ
さ
え
と
な
る
国
民
払
い
込
む
保
険
料
も
改
定
し
て
い
か
な
○
石
滝
つ
く
し
子
ど
も
会

年
金
は
、
そ
の
値
打
ち
が
下
が
ら
な
い
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１
０
，
０
０
０
円

よ
う
に
、
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
年
金
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
保
険
料
の
額
歳
末
助
け
合
い
に

額
の
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
な
ど
、
毎
年
の
が
４
月
か
ら
３
，
７
７
０
円
に
改
定
さ
○
生
長
の
家
相
愛
会

よ
う
に
給
付
額
の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
５
，
０
０
０
円

ま
す
。
国
民
年
金
制
度
を
よ
り
充
実
し
た
も
大
能
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
へ

昨
年
は
、
３
．
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
給
の
に
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
○
高
村
商
店
Ⅱ
上
手
綱

付
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
だ
さ
い
。
掛
時
計
２
個

高
萩
第
２
霊
園
（
日
本
式
）
市
営
墓
Ｆ
１

‐；淵嬬鴬蕊索《

濫
使
塚
耳
、
鴬
驚
懸
許
可
者
に
は
後
日
許
可
証
を
交
付

地
の
使
用
希
望
者
を
次
に
よ
り
募
集
し
：
：
；
：
＃
増
ゞ
謹
輔

し
ま
す
。

第

ま

す

の

で

、

希

望

さ

れ

る

方

は

、

お

早

苓

や
↓酢岳一一一琴口《＊一
一
○
そ
の
他
使
用
場
所
は
、
１
人
１
区

萩
§
§
ゞ
》
ゞ
？
￥
：
画
（
９
㎡
）
に
限
り
ま
す
。

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
霊
園
の
募
集
区
画
印
区
画
（
１
区
ゞ
一
》
《
誇
越
”
》
”
：
￥
；

吉
向

澪
霞
溌
濠
遡
域
弗
燕
蕊
使
用
料
は
、
１
７
５
，
０
０
０
円
上

画
９
㎡
）
ゞ
ｆ
、
“
《
、
、
》
”
称
、
鳶
雛
望
：
》
婚
》
篭
“

管
理
料
は
、
毎
年
３
，
０
０
０
円
で

○
霊
園
の
所
在
地
高
萩
市
大
宇
赤
浜
市
外
居
住
者
は
、
先
祖
の
墓
地
が
市

羊
働
診
。

》

宇
大
久
保
３
６
４
番
地
内
に
あ
る
方
。
ま
た
は
、
本
籍
が
高
※
応
募
数
を
こ
え
た
と
き
は
、
抽
せ
ん

○
受
け
付
け
締
め
切
り

萩
市
に
あ
る
方
で
、
そ
れ
を
証
明
す

を
行
い
ま
す
。

弱
年
３
月
塑
日
ま
で
る
聿
冒
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
衛
生
課

○
申
し
込
み
先
市
役
所
衛
生
課
○
申
請
の
手
続
き
衛
生
課
に
用
意
し
（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
８
６
）

○
応
募
資
格
市
内
に
居
住
す
る
方
。
て
あ
る
申
請
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
へ
ど
う
ぞ
。

高萩第2霊園

蕊

４
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
保
険
料
が
っ
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
Ｉ

れ
ら
の
お
金
は
、
み
な
さ
ん
が
給
付
さ

年
金
の
保
険
料
れ
る
保
険
料
の
積
立
金
と
、
国
庫
金
な

ど
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
３
，
７
７
０
円
に

国
民
年
金
制
度
が
、
長
期
間
に
わ
た

日本式）の

者を募集

（

使用
蕊灘蕊蕊灘騨鱗蕊

蕊鍵鍵蕊

ー

記
入
し
、
申
請
者
本
人
の
住
民
票
と

印
か
ん
を
持
参
し
、
な
る
べ
く
本
人

が
お
申
し
込
み
く
Ⅷ
だ
さ
い
。

○
使
用
場
所
の
決
定

衛
生
課
に
造
成
区
画
の
図
面
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
所
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
使
用
許
可
証
の
交
付

申
請
害
の
書
類
を
選
考
し
て
、
使
用

許
可
者
に
は
後
日
許
可
証
を
交
付

し
ま
す
。

○
そ
の
他
使
用
場
所
は
、
１
人
１
区

画
（
９
㎡
）
に
限
り
ま
す
。

蕊
使
用
料
は
、
１
７
５
，
０
０
０
円
と

管
理
料
は
、
毎
年
３
，
０
０
０
円
で

す
。

※
応
募
数
を
こ
え
た
と
き
は
、
抽
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
衛
生
課

（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
８
６
）

へ
ど
う
ぞ
・

難

差
異
昼

あ
、
が
と
う

ロ

私
の
好
き
な
の
は
高
萩
の
夏
で
す
。

あ
の
開
け
た
海
岸
線
に
出
て
、
潮
風

に
吹
か
れ
た
時
の
さ
わ
や
か
さ
、
さ
ん

さ
ん
と
照
り
つ
け
る
太
陽
、
温
か
な
色

の
夏
山
の
肌
、
厳
し
い
署
さ
、
ゆ
か
た

姿
の
夕
涼
み
風
景
；
・
・
：
。
ど
れ
も
こ
れ

も
、
夏
に
し
か
味
わ
え
な
い
よ
さ
で

す
。
そ
し
て
、
秋
の
山
々
は
、
赤
や
黄

色
の
燃
え
る
よ
う
な
落
葉
樹
の
色
彩
を

味
あ
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
が
ら
し
の

冬
、
う
す
ぐ
ら
い
空
、
肌
を
さ
す
よ
う

な
冷
め
た
い
北
風
、
足
も
と
で
さ
く
さ

く
と
音
を
立
て
る
霜
柱
、
吹
き
巻
き
あ

が
る
土
ぼ
こ
り
な
ど
。
…
・
“
・

春
の
山
肌
、
若
葉
の
色
こ
そ
、
四
季
の

う
ち
で
一
番
、
肌
ら
し
い
肌
色
を
見
せ

て
く
れ
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
“
Ｖ《

ｎ
Ｊ

そ
の
特
徴
も
、
私
達
の
目
で
確
め
味
わ

う
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
地
域
的
に
も

災
害
な
ど
た
い
へ
ん
少
な
い
と
こ
ろ
で

キ
ソ
。

へ
）

廷

り
あ
り

高
萩
の
住
民
ば
か
り
で
は
な
い
で
す

が
、
こ
ん
な
美
し
い
自
然
を
愛
す
る
心

の
足
り
な
い
人
灸
が
い
る
こ
と
で
す
。

す
ば
ら
し
さ
の
陰
に
は
び
こ
る
ゴ
ミ

の
山
々
は
、
私
た
ち
に
と
り
、
と
て
も

悲
し
い
こ
と
で
す
。
か
け
が
え
の
な
い

自
然
と
、
郷
土
を
受
す
る
市
民
に
な
り

た
い
も
の
で
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

薄
く
柔
か
い
感
じ
の
み
ど
り
が
、
日
に

日
に
そ
の
色
を
濃
く
し
て
く
る
と
、
肌

寒
さ
が
ゆ
る
ん
で
き
ま
す
。

小
さ
な
生
命
達
が
、
あ
ち
こ
ち
の
土

手
や
、
山
あ
い
の
日
だ
ま
り
に
息
ず
き

始
め
ま
す
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
高
萩
の
自
然
に

も
、
一
つ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。冬がすぎて、やがて春が･･ ･まちどうしい夏の海
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④
国
と
盤
蕊
電
《
灘
準
謹

な
ら
ず
し
も
農
繁
期
で
は
な
く
、
か
つ

１
年
の
弛
を
経
過
し
た
、
月
１
日
」
に

、
月
１
日
は
、
何
の
日
で
し
ょ
う
？
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
き
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
始
ま
る
日
、
そ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
、
大
正
９
ほ
か
に
も
う
一
説
が
あ
っ
て
、
４
月

法
の
日
、
新
幹
線
の
開
業
記
念
日
、
そ
年
の
第
１
回
調
査
の
報
告
書
を
見
て
み
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度
の
中
央
の
日
で

れ
に
、
大
事
な
こ
と
が
も
う
ひ
と
つ
、
ま
し
よ
う
。
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
結
果
は
〃
年
度

こ
と
し
は
、
５
年
に
一
度
の
「
国
勢
調
ま
ず
、
年
末
・
年
始
で
す
が
、
こ
の
の
平
均
値
″
と
し
て
、
行
政
上
の
利
用

査
」
の
日
で
す
。
時
期
は
、
「
取
引
の
決
算
、
年
賀
の
風
習
に
便
利
だ
か
ら
、
と
い
う
。

国
勢
調
査
は
、
こ
と
し
で
昭
回
目
を
が
あ
る
」
う
え
、
地
域
に
よ
っ
て
は
「
積
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
正
９
年
以
来

迎
え
ま
し
た
が
、
大
正
９
年
の
第
１
回
雪
が
深
く
不
適
当
」
・
ま
た
、
夏
は
喝
回
、
毎
回
皿
月
１
日
に
行
わ
れ
て
き

以
来
、
ず
っ
と
叩
月
１
日
に
行
わ
れ
て
「
炎
暑
が
激
し
く
」
こ
れ
ま
た
適
さ
な
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
わ
た
し
た

き
ま
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
調
査
を
実
い
・
残
る
は
春
と
秋
で
す
が
、
春
は
ち
国
民
の
暮
ら
し
か
ら
い
っ
て
も
、
国

施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
１
年
３
６
５
日
「
旅
行
・
遊
山
す
る
人
が
多
い
」
の
で
調
勢
調
査
の
日
と
し
て
〃
最
も
ふ
さ
わ
し

の
う
ち
で
、
、
月
１
日
を
選
ん
だ
理
由
査
時
期
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
い
日
″
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

史
羅
蓬
舞
蕊
ゞ
達
雑
礒
蕊

去
、
ノ
諄
き
が
考
え
ら
れ
る
。
長
全
は
、
一
、
二
年
の
う
ち
に
両
親
を

、９入
職
一
首
「
霜
寅
」
は
霜
月
の
寅
の
日
、
つ
ま
続
け
て
失
っ
た
の
で
あ
る
。

一
醒
岬
管
詑
卜
佃
り
市
ョ
こ
も
と
る
十
一
可
二
十
一
二
ョ
』
諺
－

１

の
上
様
」
と
あ
る
、
人
物
と
の
結
び
つ

、
４
Ｗ
メ
率
、
ノ
諄
き
が
考
え
ら
れ
る
。

９入
職
一
首
「
霜
寅
」
は
霜
月
の
寅
の
日
、
つ
ま

一
醒
岼
吟
霊
卜
田
り
命
日
に
あ
た
る
十
一
月
二
十
三
日
を

１

法
四
志

官
０
１
か
、
妙
／
１
さ
す
。
「
躰
雄
の
上
陸
の
躰
雄
は
、
大
雄

ｌ，
お
ｖ
浜
長
全
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
躰
雄
の
「
上

げ
時
一
Ｖ
⑫
赤

様
」
と
い
う
の
は
、
母
上
様
の
意
味
で

あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
「
昌
林
口
禅
尼
」

「
妙
法
寺
過
去
帳
」
天
文
元
年
（
一
は
、
大
雄
長
全
の
母
親
で
、
息
子
よ
り
十

五
二
一
）
の
死
亡
者
に
、
「
長
全
尊
霊
、
年
前
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

大
雄
、
五
、
廿
九
」
と
み
え
る
。
こ
の
彼
女
の
夫
は
、
大
永
元
年
（
一
五
二

人
物
の
俗
名
は
わ
か
ら
な
い
。
「
常
陸
一
）
十
月
十
九
日
に
死
ん
だ
。
浄
雄
道

誌
料
」
の
大
塚
氏
譜
に
は
「
浄
雄
道
清
清
禅
定
門
の
法
名
を
つ
け
ら
れ
た
竜
子

善
定
門
」
の
法
名
を
も
つ
大
塚
信
濃
守
山
城
主
の
大
塚
信
濃
守
で
あ
る
。
夫
が

の
子
と
し
て
い
る
。
大
雄
長
全
の
事
績
死
ん
だ
の
で
、
そ
の
菩
提
を
弔
う
た
め

は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
大
永
二
年
に
、
髪
を
お
ろ
し
て
仏
門
に
入
っ
た
の

（
一
五
一
三
）
の
過
去
帳
に
、
「
昌
林
で
「
禅
尼
」
と
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

~

大塚氏の菩提寺である長福寺

て
く
ろ
。
」

っ
て
。
そ
の
男
の
人
は
、

「
こ
れ
だ
け
二
人
き
り
で
あ
ん
だ
も
、

物
置
建
で
な
く
と
も
、
こ
こ
で
産
し
た

ら
が
っ
ぺ
・
」

っ
て
、
言
っ
た
っ
て
。

「
い
や
、
こ
こ
で
は
や
だ
が
ら
、
ど
ん

な
所
で
も
良
い
が
ら
、
物
置
を
建
で
で

く
る
。
」
っ
て
、
頼
む
ん
だ
っ
て
。

「
そ
ん
な
に
頼
む
ん
だ
か
ら
、
物
置
こ

さ
っ
て
や
っ
ぺ
。
」

っ
て
、
小
屋
掛
げ
を
こ
さ
っ
て
や
っ
た

ん
だ
っ
て
。

そ
ん
だ
、
こ
ん
で
、
嫁
さ
ん
が
お
産
に

行
ぐ
時
に
、

「
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
、
小
屋
を
覗

蛇
女
房

上
手
綱
長
谷
部
さ
い

沼
の
大
蛇
が
一
人
暮
し
の
（
男
の
人
）

所
へ
嫁
さ
ん
に
来
て
、
年
と
っ
た
人
だ

つ
ち
け
ど
、

「
嫁
さ
ん
に
し
て
く
る
、
嫁
さ
ん
に
し

て
く
る
。
」

っ
て
、
言
っ
て
嫁
に
迎
え
だ
ん
だ
っ
て

そ
し
て
、
い
い
か
ん
過
ぎ
て
い
く
う
ち

に
子
ど
も
が
生
れ
ん
の
で
、

「
子
ど
も
を
産
む
が
ら
、
小
屋
を
建
で

庭
諦
臘
ぎ
の

ー

(その⑳）

て
た
ま
げ
だ
け
ど
、
そ
の
男
の
人
は
だ

ま
っ
て
、
こ
つ
そ
ら
、
気
が
付
く
め
え

と
思
っ
て
、
家
さ
帰
っ
て
き
て
い
た
ん

で
す
と
。

そ
し
た
ら
日
に
ち
が
過
ぎ
て
、
子
ど
も

う
ぶ
っ
て
、
ま
た
き
れ
い
な
嫁
様
に
な

っ
て
、
そ
ご
へ
来
た
ん
だ
っ
て
。

「
い
や
お
世
話
に
な
り
や
ん
し
た
。
」

っ
て
、
言
う
わ
け
だ
っ
た
ん
で
す
と
。

「
『
俺
お
産
し
た
ら
ば
、
決
し
て
物
置
は

覗
か
ね
え
で
く
る
。
』
っ
て
頼
ん
で
行

っ
た
の
に
、
物
置
覗
か
つ
ち
や
か
ら
、

こ
こ
に
は
い
ら
ん
に
え
が
ら
家
さ
帰

る
。
」
っ
て
、
言
う
ん
で
す
と
。

（
つ
づ
く
）

か
ね
え
で
く
ん
に
ゃ
。
用
が
あ
っ
た
と

き
は
来
っ
か
ら
。
」

つ
っ
た
ん
で
す
と
。
そ
う
し
た
ら
ば
、

そ
う
言
わ
っ
ち
ゃ
け
ど
、
そ
の
男
の
人

は
、
な
ん
だ
か
、
「
覗
か
ね
え
で
く
ろ
」

っ
て
、
言
わ
れ
っ
と
、
こ
ん
だ
、
お
産

を
し
た
の
見
だ
く
て
、
行
き
た
く
て
、

し
ょ
う
が
ね
え
ん
で
す
ね
。
そ
ろ
そ
ろ

う
つ
と
、
隙
間
か
ら
小
屋
の
中
を
覗
い

た
ん
で
す
と
ね
。
そ
し
た
ら
、
良
い
嫁

だ
と
思
っ
て
い
だ
の
が
、
小
屋
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
、
蛇
が
子
ど
も
を
真
中
に

し
て
、
何
か
、
玉
っ
こ
ろ
を
、
自
分
が

な
め
だ
り
、
子
ど
も
に
な
め
ら
し
た
り

し
て
ん
で
す
と
。
「
お
や
あ
」
と
思
っ

一■一
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〆

審
判
員
の
募
集
《
４
月
別
日
か
ら

高
萩
駅
に

弱
年
度
の
高
萩
市
軟
式
野
球
連
盟
の
，

「
み
ど
り
の
窓
口
」

加
盟
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

加
盟
登
録
は
、
事
業
所
、
ク
ラ
ブ
な
４
月
加
日
か
ら
「
み
ど
り
の
窓
口
」

ど
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
登
録
し
て
く
が
高
萩
駅
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

だ
さ
い
。
こ
の
「
み
ど
り
の
窓
口
」
は
、
い
ま

ま
た
、
審
判
員
も
募
集
し
ま
す
。
審
ま
で
電
話
で
の
予
約
を
受
け
て
い
ま
し

判
の
経
験
が
な
く
と
も
応
募
で
き
ま
す
た
が
、
訓
日
以
後
は
、
電
話
の
予
約
は

の
で
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
で
き
ま
せ
ん
。

軟
式
野
球
連
盟
の
登
録
と
審
判
員
の
こ
の
開
設
に
と
も
な
っ
て
座
席
指
定

応
募
は
、
３
月
四
日
ま
で
で
す
。
券
の
発
売
が
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ
、
待
つ

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
体
育
館
内
時
間
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

軟
式
野
球
連
盟
事
務
局
（
電
③
２
５
５
座
席
指
定
券
を
予
約
さ
れ
る
方
は
、

。

胃

三

一

二

』

戸

凸

二

一

壷

呂

一

一

一

画

邑

嘩

一

一

一

二

三

。

』

一

一

三

二

一

菫

冒

七

一

一

一

】

呂

二

一

画

、

呂

二

』

二

岳

二

一

ざ

一

二

一

言

ロ

’

二

》

二

二

一

二

弔

呂

二

一

一

二

一

二

一

Ｕ

凸

二

一

言

Ｐ

③

一

二

一

・

二

二

一

二

一

二

一

号

“

一

二

』

邑

呂

二

一

一

呂

一

一

』

冒

凸

二

一

壱

・

一

二

一

弓

ロ

一

一

一

寺

呂

一

二

一

呂

一

二

画

三
月
の
声
を
聞
く
と
、
遅
か
っ
た
春
も
馳
け
足
で
や
っ
て
く
る
。

道
ば
た
に
は
、
す
み
れ
や
た
ん
ぽ
ぽ
も
、
可
憐
な
花
を
の
ぞ
か
せ
、

田
ん
ぽ
に
は
芹
や
よ
も
ぎ
な
ど
、
摘
み
草
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

三
日
は
女
の
子
の
雛
祭
り
が
祝
わ
れ
る
。

雛 野
球
チ
ー
ム
の
登
録
と
ｌ
ト
ト
ト
ー
ト

祭

り

澱
錨
溌
灘
溌
鰯

２
）
へ
ど
う
ぞ
。

絵
と
文
伊
藤
龍
馬

Lー
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国民健康保険証の検認

現在使用されている保険証は、今年の3月31日で有効期限

がきれます。

この保険証の内容を確認するため、次の日どりで検認を

しますので、かならず保険証を持参して、検認を受けてく

たさい。この検認を受けませんと、無効となり、 4月1日以

降の医療費は全額負担となります。

保険証の検認日程表

=＝＝

=＝＝

=＝＝

=＝＝

=＝＝

補
装
具
と

補
聴
器
の
巡
回
相
談

４
月
か
ら
７
月
ま
で
、
補
装
具
と
補

聴
器
の
巡
回
相
談
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
と
き
．

４
月
溺
日
補
装
具
と
補
聴
器

駅
の
窓
口
に
そ
な
え
つ
け
の
指
定
券
申

込
書
に
記
入
し
て
「
み
ど
り
の
窓
口
」
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
乗
車
分
の
指
定
券
発
売

は
、
午
前
６
時
か
ら
営
業
時
間
中
で
、

当
日
乗
車
以
外
の
指
定
券
の
発
売
は
、

午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
受

け
付
け
は
、
午
前
９
時
か
ら
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
駅
へ
。所

ﾌ集会所

月 日 ｜ 場
横川老人クラ

下君田'1､学校

3月25日上君田小学校
若栗公民館

大能公民館

鈴木義康氏宅

中戸川公民館

時 間

9:3(）～10:00

10:20～10:40

11:00～11:30

13:00～13:20

13:50～14:20

14:30～14:40

15:20～15:40

す
ん
で
い
ま
す
か

税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告
は
、
３
月
妬
日
ま

で
で
す
。
ま
だ
申
告
が
す
ん
で
い
な
い

方
は
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
も
３
月

晦
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
早
め

５
月
鋤
日
補
装
具
の
み

６
月
訂
日
補
装
具
の
み

○
場
所
お
よ
び
時
間
高
萩
市
研
修
会

館
で
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
、

納
税
証
明
書

（
福
祉
事
務
所
）

〈
へ
｝

｜行人塚集会所

高戸公民館

赤浜田園都市センター

下手綱公民館

北組公民館

秋山下公民館

秋山中公民館

島名公民館

０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
４
３
０
０
０
３

■
。
④
●
Ｇ
■
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■

０
０
１
５
１
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
へ
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０

３
２
１
３
３
３
２
２

■
。
■
■
●
●
口
中
■
。
■
ｅ
■
■
Ｏ
Ｂ

９
Ⅶ
ｕ
蝿
９
鵡
皿
妬

3月26日

3月27日 に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
・

市
県
民
税
は
、
市
役
所
税
務
課
へ

所
得
税
は
、
日
立
税
務
署
で
す
。

4月の 日曜診療

6日 青沼医院 春日町

本町

十王町

(2) 242 0
０
０
０

３
５
０

■
の
も
。
■
耳

０
１
６

１
１
１

一
一
一

０
０
０

３
０
３

■
■
■
■
●
凸

９
Ⅱ
蝿

山手公民館

駒木原集会所

有明町集会所

市役所

保険年金課

3月28日 全生堂医院

十王医院

(2) 2306

(十王)3266

(3) 3100

13日

3月25日
I

3月31日

滝川医院20日 春日町

有明町

8 :30～17:00

白土医院 ’’ (2) 269727日
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